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次 の 文 章 を 読 ん で 、 あ と の 問 い に 答 え よ 。  

 

健 康 長 寿 社 会 を 目 指 し 、 全 国 の 大 学 ・ 国 立 研 究 所 な ど の 研 究 者 が 分 析 を 進 め て い る 日 本 老 年 学 的 評 価 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト が 、 六 五 歳 以 上 で 要 介 護 認 定 を

受 け て い な い 人 二 万 八 一 六 二 人 を 四 年 間 に わ た っ て 追 跡 調 査 し た と こ ろ 、 そ の 間 に 死 亡 し た 男 性 高 齢 者 は 、 高 所 得 の 人 が 一 一 ・ 二 パ ー セ ン ト な の に 対 し

て 、 低 所 得 の 人 は そ の 三 倍 の 三 四 ・ 六 パ ー セ ン ト に 及 ん で い る と い う 衝 撃 的 な 調 査 を 二 〇 〇 八 年 に 発 表 し た 。  

所 得 で 人 の 死 が 左 右 さ れ る だ け で は な い 。 住 ん で い る 地 域 や 雇 用 形 態 、 家 族 構 成 の 違 い で 病 気 に な っ た り 、 寿 命 が 短 く な っ た り し て し ま う と い う 問 題

が 、 最 近 、 日 本 社 会 で 深 刻 化 し つ つ あ る こ と が わ か っ て き た 。  

た と え ば 、 二 〇 一 四 年 に 東 京 都 が 発 表 し た 足 立 区 と 杉 並 区 の 六 五 歳 健 康 寿 命 （ 六 五 歳 の 人 が 介 護 を 必 要 と せ ず 、 健 康 で 日 常 生 活 を 支 障 な く 送 る こ と が

で き る 平 均 寿 命 ） を 見 て み る と 、 杉 並 区 が 男 性 で 八 三 ・ 一 九 歳 、 女 性 が 八 六 ・ 〇 六 歳 な の に 対 し 、 足 立 区 は 男 性 八 一 ・ 四 四 歳 、 女 性 八 四 ・ 四 二 歳 と 、 二

歳 近 い 差 が あ る こ と が わ か っ た 。 さ ら に 全 国 の 健 康 寿 命 に な る と 、 一 位 は 男 女 と も に 山 梨 県 だ が 、 最 下 位 は 男 性 で は 徳 島 県 、 女 性 で は 大 阪 府 と な り 、 そ

の 差 は 三 歳 以 上 に も な っ て い る 。  

ま た 、 全 日 本 民 主 医 療 機 関 連 合 会 （ 民 医 連 ） の 二 〇 一 四 年 の 調 査 に よ る と 、 雇 用 形 態 の 違 い が 疾 病 に も 影 響 す る こ と が わ か っ て い る 。 た と え ば 、 非 正

規 雇 用 の 人 は 正 社 員 よ り も 、 糖 尿 病 の 合 併 症 で あ る 糖 尿 病 網 膜 症 を 悪 化 さ せ る 割 合 が 一 ・ 五 倍 高 い と い う デ ー タ が あ る の だ 。  

こ う し た 社 会 問 題 は 「 健 康 格 差 」 と 呼 ば れ 、 い ま 私 た ち の 身 の 回 り に 確 実 に 忍 び 寄 っ て い る 。 「 健 康 格 差 」 は 、 健 康 に 対 す る 自 己 管 理 能 力 の 低 さ が 原 因

で は な く 、 生 ま れ 育 っ た 家 庭 環 境 や 地 域 、 就 い た 職 業 や 所 得 な ど が 原 因 で 生 じ た 病 気 の リ ス ク や 寿 命 な ど 、 私 た ち 個 人 の 健 康 状 態 に 気 づ か ぬ う ち に 格 差

が 生 ま れ て し ま う こ と を 指 す 。  

背 景 に あ る の は 、 「 失 わ れ た 二 〇 年 」 に 代 表 さ れ る 日 本 社 会 の 構 造 的 な 変 化 だ 。 大 き な 要 因 と し て あ げ ら れ る の は 、 非 正 規 雇 用 者 の 増 大 な ど の 労 働 環 境

の 激 変 と 、 そ れ に と も な っ て 生 じ る 収 入 格 差 の 拡 大 で あ る 。 正 規 雇 用 者 に 比 べ 、 非 正 規 雇 用 は 不 安 定 で 賃 金 も 著 し く 低 い 。 た と え ば 、 毎 月 勤 労 統 計 調 査

に よ る と 、 一 般 労 働 者 の 給 与 が 三 四 ・ 三 万 円 で あ る の に 対 し て パ ー ト タ イ ム 労 働 者 は 九 ・ 五 万 円 と 三 分 の 一 に も 満 た な い 。 賞 与 も な け れ ば 、 賃 金 の ベ ー

ス ア ッ プ も な い 。 こ う し た 雇 用 格 差 に よ っ て ジ リ ジ リ と 生 じ て く る 所 得 格 差 が 、 日 々 の 生 活 レ ベ ル や 子 ど も の 教 育 環 境 な ど の 格 差 に 連 鎖 し 、 健 康 も 脅 か

し つ つ あ る 。  

「 健 康 格 差 」 は 、 何 も 特 定 の 人 に 限 っ た 問 題 で は な い 。 現 役 、 子 ど も 、 高 齢 者 、 す べ て の 世 代 で 深 刻 化 し て い る 。 ま ず 現 役 世 代 で は 、 非 正 規 雇 用 者 の

間 で 、 糖 尿 病 の 問 題 が 深 刻 化 し て い る 。 正 社 員 と の 比 較 で は 、 糖 尿 病 合 併 症 リ ス ク は 五 割 増 に も な る と い う 調 査 結 果 も あ る 。  

ま た 、 子 ど も た ち の 間 で は 、 貧 困 家 庭 を 中 心 に 肥 満 が 広 が っ て い る 。 健 康 を 維 持 す る た め に は バ ラ ン ス の と れ た 食 生 活 を 送 る こ と が 必 要 だ が 、 家 計 に

余 裕 の な い 家 庭 で は 、 単 価 の 高 い 野 菜 や 果 物 な ど を 購 入 で き ず に 、 比 較 的 安 い 炭 水 化 物 を 過 多 に 摂 取 す る こ と が 多 い 。 そ の た め 、 給 食 が な く な る 夏 休 み

な ど に 食 生 活 が 乱 れ て 、 休 み 中 に 肥 満 化 す る 子 ど も が 増 え て い る と い う 。  

そ し て 高 齢 者 で も 、 「 下 流 老 人 」 と 言 わ れ る 低 所 得 の 人 ほ ど 、 お 金 が な い た め 医 療 機 関 の 受 診 を 控 え て お り 、 そ の 結 果 は 健 康 状 態 に 如 実 に 表 れ て い る こ

と が わ か っ て い る 。 「 健 康 格 差 」 研 究 の 第 一 人 者 で あ る 国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 で 千 葉 大 学 の 近 藤

こ ん ど う

克 則

か つ の り

教 授 の 研 究 に よ れ ば 、 具 合 が 悪 い の に 医 療 機

関 の 受 診 を 控 え た こ と が あ る と 答 え た 高 齢 者 は 、 年 収 三 〇 〇 万 円 以 上 の 人 が 九 ・ 三 パ ー セ ン ト な の に 対 し て 、 年 収 一 五 〇 万 円 未 満 の 人 は 一 三 ・ 三 パ ー セ

ン ト 。 そ の 理 由 と し て 、 年 収 三 〇 〇 万 円 以 上 の 人 は 「 待 ち 時 間 」 を あ げ た 人 が 最 も 多 か っ た が 、 年 収 一 五 〇 万 円 未 満 の 人 は 「 費 用 」 を あ げ る 人 が 最 も 多

く な っ て い た 。  

さ ら に 、 住 む 地 域 に よ っ て も 「 健 康 格 差 」 が あ る こ と が わ か っ て き た 。 そ れ が 「 が ん 」 へ の か か り や す さ だ 。 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー が 都 道 府 県 ご と に 、

が ん と 診 断 さ れ た 人 口 一 〇 万 人 あ た り の 患 者 数 （ 罹 患 率 ） を ま と め た 調 査 に よ る と 、 胃 が ん は 男 女 と も に 秋 田 県 が 最 も 高 く 、 肺 が ん は 男 性 が 和 歌 山 県 、

女 性 は 石 川 県 が ワ ー ス ト 一 位 、 乳 が ん は 東 京 都 が 突 出 し て い る こ と が わ か っ た 。 一 部 の が ん は 、 地 域 に よ っ て 異 な る 生 活 習 慣 が 、 が ん へ の か か り や す さ

を 左 右 し て い る と 考 え ら れ て い る 。  

バ ラ ン ス が と れ た 食 生 活 と 適 度 の 休 息 さ え と れ て い れ ば 健 康 で あ っ た は ず の 人 が 、 こ こ ま で に 列 挙 し た 理 由 が 原 因 で 健 康 を 損 な い 短 命 に 終 わ る と し た

ら 、 大 き な 問 題 だ 。 バ ブ ル 崩 壊 後 の 社 会 構 造 の 変 化 が 、 つ い に 国 民 の 健 康 に ま で 影 響 を 及 ぼ し て き た と い う 意 味 で 、 「 健 康 格 差 」 は 日 本 社 会 に と っ て 看 過

す る こ と が で き な い 深 刻 な 問 題 に な っ て き た 。  

（ Ｎ Ｈ Ｋ ス ペ シ ャ ル 取 材 班 『 健 康 格 差 あ な た の 寿 命 は 社 会 が 決 め る 』 講 談 社 現 代 新 書 （ 二 〇 一 七 年 ） に よ る ）  

 

 

問 一 こ こ で い う 「 健 康 格 差 」 と は ど の よ う な も の か 。 七 〇 字 以 内 で 説 明 せ よ 。 （ 句 読 点 も 一 字 に 数 え る ）  

 

 

問 二 右 の 文 章 に 対 す る あ な た の 意 見 ・ 感 想 を 、 具 体 例 を ま じ え て 述 べ よ 。 （ 六 百 字 以 上 八 百 字 以 内 ） （ 句 読 点 も 一 字 に 数 え る ）  
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